
－１－ 

１ 議 事 日 程（第１日） 

   （令和２年第１回有田川町議会定例会） 

令 和 ２ 年 ３ 月 ３ 日 

午前９時３０分開会 

於 議 場 

 日程第１ 会議録署名議員の指名 

 日程第２ 会期の決定 

 日程第３ 諸般の報告 

 日程第４ 閉会中の所掌事務調査報告について 

 日程第５ 報告第１号 専決処分の承認を求めることについて 

             令和元年度有田川町一般会計補正予算（第６号） 

 日程第６ 議案第１号 令和元年度有田川町一般会計補正予算（第７号） 

 日程第７ 議案第２号 令和元年度有田川町国民健康保険事業特別会計補正予算（第４ 

            号） 

 日程第８ 議案第３号 令和元年度有田川町介護保険事業特別会計補正予算（第４号） 

 日程第９ 議案第４号 令和元年度有田川町特別養護老人ホーム等事業特別会計補正予 

            算（第３号） 

 日程第10 議案第５号 令和元年度有田川町公共下水道事業特別会計補正予算（第３ 

            号） 

 日程第11 議案第６号 令和２年度有田川町一般会計予算 

 日程第12 議案第７号 令和２年度有田川町国民健康保険事業特別会計予算 

 日程第13 議案第８号 令和２年度有田川町後期高齢者医療特別会計予算 

 日程第14 議案第９号 令和２年度有田川町介護保険事業特別会計予算 

 日程第15 議案第10号 令和２年度有田川町特別養護老人ホーム等事業特別会計予算 

 日程第16 議案第11号 令和２年度有田川町簡易水道事業特別会計予算 

 日程第17 議案第12号 令和２年度有田川町公共下水道事業特別会計予算 

 日程第18 議案第13号 令和２年度有田川町農業集落排水事業特別会計予算 

 日程第19 議案第14号 令和２年度有田川町簡易排水事業特別会計予算 

 日程第20 議案第15号 令和２年度有田川町浄化槽事業特別会計予算 

 日程第21 議案第16号 令和２年度有田川町かなや明恵峡温泉特別会計予算 

 日程第22 議案第17号 令和２年度有田川町岩倉財産区管理会特別会計予算 

 日程第23 議案第18号 令和２年度有田川町粟生財産区管理会特別会計予算 

 日程第24 議案第19号 令和２年度有田川町城山山林財産区管理会特別会計予算 

 日程第25 議案第20号 令和２年度有田川町八幡山林財産区管理会特別会計予算 

 日程第26 議案第21号 令和２年度有田川町安諦山林財産区管理会特別会計予算 

 日程第27 議案第22号 令和２年度有田川町水道事業会計予算 
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 日程第28 議案第23号 有田川町国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定につ 

            いて 

 日程第29 議案第24号 有田川町職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正する条 

            例の制定について 

 日程第30 議案第25号 有田川町職員の服務の宣誓に関する条例の一部を改正する条例 

            の制定について 

 日程第31 議案第26号 有田川町印鑑条例の一部を改正する条例の制定について 

 日程第32 議案第27号 有田川町営住宅条例の一部を改正する条例の制定について 

 日程第33 議案第28号 有田川町営きび住宅条例の一部を改正する条例の制定について 

 日程第34 議案第29号 有田川町立学校に関する条例の一部を改正する条例の制定につ 

            いて 

 日程第35 議案第30号 有田川町へき地保育所条例の一部を改正する条例の制定につい 

            て 

 日程第36 議案第31号 有田川町使用料の徴収に関する条例の一部を改正する条例の制 

            定について 

 日程第37 議案第32号 有田川町地域交流センター条例の一部を改正する条例の制定に 

            ついて 

 日程第38 議案第33号 有田川町水道事業及び簡易水道事業の設置及び管理に関する条 

            例の一部を改正する条例の制定について 

 日程第39 議案第34号 有田川町辺地総合整備計画の策定について 

 日程第40 議案第35号 有田川町道路線の変更について 

 日程第41 議案第36号 有田川町立金屋図書館条例の一部を改正する条例の制定につい 

            て 

 日程第42 議案第37号 財産の無償貸付について 

 日程第43 諮問第１号 人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることについて 

 日程第44 諮問第２号 人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることについて 

 日程第45 諮問第３号 人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることについて 

２ 出席議員は次のとおりである（１６名） 

    １番   堀 江 眞智子       ２番   増 谷   憲 

    ３番   椿 原 竜 二       ４番   中 島 詳 裕 

    ５番   星 田 仁 志       ６番    畑  之 

    ７番   谷 畑   進       ８番   小 林 英 世 

    ９番   林   宣 男       10番   殿 井   堯 

    11番   佐々木 裕 哲       12番   岡   省 吾 

    13番   森 谷 信 哉       14番   新 家   弘 

    15番   湊   正 剛       16番   亀 井 次 男 
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３ 欠席議員は次のとおりである（なし） 

４ 遅刻議員は次のとおりである（なし） 

５ 会議録署名議員 

    ３番   椿 原 竜 二       14番   新 家   弘 

６ 地方自治法第１２１条により説明のため出席した者の氏名（１３名） 

   町 長  中 山 正     副 町 長  坂 頭 徳 彦 

   住 民 税 務 部 長  山 田 展 生    福 祉 保 健 部 長  前久保 眞 次 

   総 務 政 策 部 長  中 硲   準    消 防 長  栗 栖   誠 

   産 業 振 興 部 長  森 田 栄 一    建 設 環 境 部 長  鈴 木 幸 敏 

   総 務 課 長  竹 中 幸 生    財 務 課 長  中 屋 正 也 

   企 画 調 整 課 長  細 野 正 人    教 育 長  楠 木   茂 

   教 育 部 長  井 上 光 生     

７ 職務のために議場に出席した事務局職員の職氏名（２名） 

   事 務 局 長  一ツ田 友 也    書 記  細 野 鶴 子 

８ 議事の経過 

開会 ９時３０分 

○議長（殿井 堯） 

   おはようございます。 

   ただいまの出席議員は１６人であります。定足数に達しておりますので、有田川町

議会定例会は成立いたしました。 

   ただいまから、令和２年第１回有田川町議会定例会を開会します。 

～～～～～～～～～～～～～～～～ 

開議 ９時３０分 

○議長（殿井 堯） 

   会議を開きます。 

   本日の議事日程は、お手元に配付のとおりであります。 

……………日程第１ 会議録署名議員の指名…………… 

○議長（殿井 堯） 

   日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

   本定例会の会議録署名議員は、会議規則第１２６条の規定により、議長において３

番、椿原竜二君、１４番、新家弘君を指名いたします。 

……………日程第２ 会期の決定…………… 

○議長（殿井 堯） 

   日程第２、会期の決定についてを議題とします。 

   ２月２６日に開催された議会運営委員会の結果について、委員長より報告をお願い

します。 
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   議会運営委員会委員長、森谷信哉君。 

○議会運営委員会委員長（森谷信哉） 

   改めまして、おはようございます。 

   議長の指名がありましたので、議会運営委員会の開催結果について、御報告申し上

げます。 

   去る、２月２６日、午前９時３０分から議会運営委員会を開催し、本定例会の会期

並びに日程、各常任委員会の開催日等について協議いたしました。その結果、会期に

つきましては、本日から３月２５日までの２３日間と決定させていただきました。一

般質問は１８日、１９日としております。 

   議事日程については、お手元に配付している日程表のとおりといたしたく思います。

日程第５から日程第４５までの、報告１件、議案３７件、諮問３件について一括上程

を行い、それぞれ当局から提案理由の説明を求め、その後、全員協議会において御審

査いただきたいと思います。 

   なお、全員協議会が終わり次第、報告第１号、議案第１号から議案第５号について

の議案審議を本日、お願いいたします。 

   この会期、日程等に御賛同賜り、円滑な議会運営ができますよう、議員各位の御協

力をお願い申し上げまして、御報告といたします。どうか、よろしくお願いいたしま

す。 

○議長（殿井 堯） 

   お諮りします。 

   ただいまの委員長からの報告のとおり、本定例会の会期は本日から３月２５日まで

の２３日間にしたいと思います。 

   御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（殿井 堯） 

   異議なしと認めます。 

   したがって、会期は、本日から３月２５日までの２３日間に決定しました。 

……………日程第３ 諸般の報告…………… 

○議長（殿井 堯） 

   日程第３、諸般の報告を行います。 

   本定例会に町長より提出された案件は、報告１件、議案３７件、諮問３件でありま

す。 

   また、本日の説明員は町長ほか１２名であります。 

   次に、監査委員より、令和元年１１月から、令和２年１月までの例月現金出納検査

結果、令和元年８月分から１１月分までの水道事業会計例月現金出納検査の結果及び

令和元年１１月、１２月に実施した平成３０年度における財政援助団体の監査報告を
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受けていますので、お手元に配付しております。 

   以上で諸般の報告を終わります。 

……………日程第４ 閉会中の所掌事務調査報告について…………… 

○議長（殿井 堯） 

   日程第４、閉会中の所掌事務調査報告についてを行います。 

   閉会中に議会運営委員会より、閉会中に議会運営委員会より、視察研修が実施され

ておりますので、委員長報告をお願いいたします。 

   議会運営委員会委員長、森谷信哉君。 

○議会運営委員会委員長（森谷信哉） 

   議長の許可をいただきましたので、議会運営委員会の視察報告をさせていただきま

す。 

   １月２７日、２８日の２日間、東京都千代田区の全国町村議会議長会において、議

会運営委員会の視察研修を実施いたしました。 

   研修では、反問権をはじめとする、これからの議会運営について、議事調査部の職

員さんより講義を受けました。反問権は、一般質問で質問者に対して質問の意図や背

景などを問い返すことができる権利で、地方議会において首長等に付与される権利で

す。地方議会では、２００６年に北海道栗山町が定めた議会基本条例が始まりとされ

ています。 

   反問権を認めるかどうかの議論については、議会が議論の場であるのなら一方通行

の質疑、質問はおかしい、また的確な答弁のためには反問権は必要とする賛成意見が

ある一方、規定せずとも議長の議事整理権で可能である、議員の質問権が制限されか

ねないとの反対意見もあります。 

   実際の運用にあたっては、どこまでの反問を認めるのか。質問の要旨確認までか、

問題点の指摘までか。誰に反問権を与えるのか。町長のみか、副町長、教育長までか、

部長、課長までか。どの会議まで認めるのか。本会議の一般質問のみか、議案質疑ま

でか、委員会や全員協議会までか。また、反問権が行使された場合の持ち時間はどう

するのかなど、きめ細やかなルールづくりが必要で、条例の規定のみで運用を決めて

いなかった自治体で、実際の行使に当たって混乱を引き起こした事例もあったそうで

す。 

   研修を終え、感じたことは、反問権の規定に当たっては、事前に運用の範囲を細か

く決めておかないと議事が混乱する原因となるとのことで、制定にあたっては、事前

の慎重な準備と執行部を含めた全員の十分な理解が必要であると感じました。 

   日々進んでいく時代の流れに即した議会運営についてさらなる研究を重ね、より住

民の皆様の要望にこたえられる議会を目指して、これからも取り組んでいきたいと思

います。 

   以上、議会運営委員会の視察研修報告とさせていただきます。ありがとうございま
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す。 

○議長（殿井 堯） 

   これで閉会中の所掌事務調査報告を終わります。 

   お諮りします。 

   日程第５から日程第４５までの報告１件、議案３７件、諮問３件を一括議題とした

いと思いますが、これに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（殿井 堯） 

   異議なしと認めます。 

   したがって、日程第５から日程第４５までの報告１件、議案３７件、諮問３件を一

括議題といたします。 

   提案理由の説明を求めます 

   町長、中山正 君。 

○町長（中山正 ） 

   おはようございます。 

   それでは、令和２年３月、第１回定例会の提案理由を説明申し上げたいと思います。 

   ここに令和２年度の有田川町議会第１回定例会を招集いたしましたところ、議員各

位には何かとお忙しいところ、御参集賜りましてありがとうございます。厚く御礼申

し上げたいと思います。 

   令和２年度予算案、その他諸議案の御審議をお願いするに当たり、有田川町長とし

て所信の一端を申し上げ、議員各位並びに町民の皆様に一層の御理解と御協力をお願

い申し上げる次第であります。 

   我が国の動向を見ますと、少子高齢化の急速な進行に伴って、本格的な人口減少社

会へと突入してまいります。税と社会保障の一体改革による消費税の増税に始まり、

医療と介護の総合的な確保を推進するための改革も行われようとするなど、地方を取

り巻く環境は先行きが不透明な状況が続いております。また政府の２月経済月例報告

では経済情勢は雇用、所得環境の改善が続く中で、各種政策の効果もあって、緩やか

な回復が続くと期待されております。しかし、中国から端を発したコロナウイルス感

染症の拡大による影響は、我が町にも影響を及ぼすことになりましたが、これによる

経済失速、風評被害による影響が今後さらに懸念されるところであり、予断を許さな

い状況になっております。 

   一方で、近年の異常気象で毎年のように各地で災害が発生し、昨年では８月に九州

北部における豪雨災害、台風１５号、台風１６号の来襲により東日本を中心に広大な

範囲で被害が発生しました。その状況を報道等で見ますと一昨年の台風２１号のとき

のことが思い出されたところであります。 

   ことしは阪神淡路大震災から２５年を迎えました。この間に東日本大震災のような
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大規模災害や、本町においても大型台風等による倒木、浸水被害等がたびたび発生し

てきました。また、最近では突発的なゲリラ豪雨が頻発しているほか、近い将来には

南海トラフ地震の発生も予想されております。町民の皆さんの生命、財産を守る取り

組みを最重要課題としてとらえ、ハード、ソフト面において防災減災対策に取り組ん

でまいります。 

   平成３０年度から取りかかっております防災行政無線デジタル化改修事業は、令和

２年度で完成する予定でありますし、災害時に備えて防災倉庫の建設も実施するとと

もに、老朽化した吉備庁舎の大規模改修を行うことにより、災害時の本部機能も強化

していきたいと考えております。 

   また、国は一昨年の１２月に国土強靭化基本計画を見直すとともに、実施すべき対

策を３か年緊急対策としてとりまとめ、その対策を加速化することとしました。これ

を受けまして、有田川町におきましても、国土強靭化地域計画を策定しましたが、こ

れをもとに、今後発生すると考えられる大規模災害に備え、取り組みを強化してまい

ります。 

   平成１８年に有田川町が誕生して、ことしで１５年目という節目を迎えます。今ま

で合併による新しいまちづくりを進めるため、新町まちづくり計画をもとに、皆様と

ともに町全体の均衡ある発展を目指し取り組んできました。この計画は合併が行われ

た年度から１５年間の計画でありまして、皆様の御協力のおかげをもちまして順調に

仕上がりつつあります。改めて、ともに御尽力いただいた方々に感謝を申し上げます。 

   またこの計画の期限となる令和２年度中には、この計画を改めて見直し、今後も持

続した均衡ある発展を目指し、取り組んでいきたいと考えております。 

   また、人口減少、超高齢化社会を迎えるに当たり、有田川町におきましても平成２

７年度に、まち・ひと・しごと創生総合戦略を策定し、２０６０年に人口２万人以上

という最終目標を掲げ、以後さまざまな取り組みを行ってきております。策定から５

年が経過し、これまでの事業の成果を検証し、向こう５年間を計画期間としてこのた

び第２期の総合戦略を策定しました。 

   第１期に引き続き、女性が住みたいまちづくり、地域の魅力を活かした住民主体の

まちづくり、ずっと住みたいまちづくりを重点プロジェクトとして掲げ、住民の皆様

と行政がともに知恵を出しあい、本町が将来にわたって活力あふれるまちであり続け

るため、さらに地方創生に全力で取り組んでまいります。 

   また令和２年度には森林環境譲与税が当初予定の倍額交付されることから、意向調

査の実施、集積計画の策定を行うとともに、森林整備事業を加速させ、森林の持つ多

面的機能が十分発揮されるよう適切に管理できる体制を構築します。また、人材育成、

担い手の確保、木材利用の促進や普及啓発に努めていきたいと思います。 

   また、一方、財政状況においては、地方交付税の合併算定替の経過措置によって平

成２８年度以降、段階的に交付税が削減されております。令和２年度は約３億２，０
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００万円が、さらに最終年度の令和３年度には約３億５，０００万円が削減される見

込みであり、交付税に依存している当町にとっては、今後一段と厳しさを増すと予想

されます。こうした中で、自主財源の確保に努めるとともに、限られた財源のもとで

多様化する町民サービスに対応し、生活の豊かさを継続的に求めていくためには、さ

らなる効率化と、新たな意欲をもって時機をとらえ、創意工夫を凝らし、町行政を運

営していかなければなりません。 

   今後においても常に住民の安心安全を第一に考え、豊かで住みよいまちづくりの実

現とさらなる町の発展により一層の努力をしてまいります。どうか、議員各位には御

理解をいただきまして、御指導、御協力を賜りますよう、よろしくお願い申し上げる

次第であります。 

   それでは、予算について説明を申し上げます。令和２年度予算は、住民のニーズや、

財政状況の変化に対応しつつ、将来的にも安定した財政運営ができる予算を編成する

ため、有田川町長期総合計画に定める基本目標を柱として、常にコスト意識を持って、

事業の緊急性や必要性を熟慮した上で、取捨選択や効率的な執行に取り組むことが重

要であると考え予算を編成いたしました。 

   予算編成につきましては、歳入に重点を置いた、一般財源枠配分方式を本年度も実

施しました。このことによりまして、計画的な歳出の適正化と効率化を図るとともに、

継続可能な予算構造の確立を図るという予算編成方針に基づき、予算編成に努め、本

町の抱える課題、問題点等を全職員が共有することにより、真に住民が必要とする事

業を優先し、職員の英知を結集し、最小の経費で最大の効果をあげるよう、万全の体

制で取り組んでいきたいと考えております。 

   令和２年度の一般会計、特別会計予算の合計額は、国民健康保険事業特別会計、簡

易水道事業特別会計などで減額があったものの、一般会計の吉備庁舎大規模改修など

の新規事業により、前年度に比べ７億４，１７７万２，０００円多い、２６８億９，

８９２万５，０００円となっています。また、水道事業会計については、前年度に比

べ１億９５４万３，０００円多い、９億３，８９７万１，０００円となっています。 

   今後も町民の皆様の御理解をいただきながら、行財政改革に取り組むとともに、住

民サービスの向上と財政の健全化に努めてまいりたいと思います 

   本定例会に上程させていただきました案件は、予算案件２３件、条例案件１２件、

その他案件６件の合計４１件であります。 

   それでは、まず、議案第６号の、令和２年度有田川町一般会計予算について御説明

申し上げます。歳入・歳出予算規模は、前年度に比べ、５．３％増の、額にして８億

３，０００万円多い、総額１６３億８，０００万円となっています。歳入の主なもの

といたしましては、町税は前年度より増額の２８億７，６４７万１，０００円を計上

しております。 

   なお、徴収率は県下でトップクラスに位置しているところでありますが、滞納対策
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については、職員による個別徴収を今まで以上に努力することはもちろんのこと、今

後も和歌山地方税回収機構なども活用し、徴収率の向上に努めてまいりたいと考えて

おります。 

   地方譲与税については、２億１，１６７万７，０００円を計上し、そのうち森林環

境譲与税として６，２６７万６，０００円を見込んでおります。各交付金の主なもの

につきましては、新たに法人事業税交付金が創設され、１，４３０万円を、地方消費

税交付金に消費税率引き上げ分を見込んで５億１，５００万円を、自動車取得税交付

金が廃止となり、前年度より新たに設けられた環境性能割交付金として１，８９０万

円を、地方特例交付金に２，４５０万円を、また、前年度の保育料無償化分としての

子ども・子育て支援臨時交付金を廃止しております。また、その他交付金においても、

令和２年度地方財政対策を踏まえたものとなっております。 

   地方交付税については、国から地方公共団体へ交付される総額は１６兆５，８８２

億円で、前年度に比べ４，０７３億円、率にして２．５％増額となっております。本

町においては、合併算定替えの影響と地方財政対策の伸び率を考慮した上で、前年度

より２，０００万円少ない、６１億３，０００万円を計上しています。 

   分担金及び負担金は、保育料などの減少により５，１１７万２，０００円少ない、

６，７８９万９，０００円を、使用料及び手数料は１億３，２８２万円を、国庫支出

金は９億５，１１１万１，０００円を、県支出金は前年度比１．８％減の１１億７，

４８０万１，０００円を、寄附金は、ふるさと応援寄附金を前年度と同額の２億４，

０００万円を見込み、２億４，１１０万１，０００円を、繰入金では町債の償還のた

めの財源に減債基金２億７，０００万円を、各種事業執行のための目的基金９億７，

１９６万８，０００円を繰り入れるとともに、財源不足を調整するために財政調整基

金を３億円繰り入れ、前年度比２６．８％増の１５億４，２６６万３，０００円を計

上しています。 

   町債では２１億２，８１０万円を借り入れることとしています。主なものといたし

ましては、臨時財政対策債３億２，８３０万円を、総務債に合併特例事業債など５億

２，４６０万円多い、６億９，８００万円を、民生債に緊急防災減災事業債など４億

８０万円を、土木債に２億２，２７０万円を、消防債に３億４，７２０万円をそれぞ

れ計上しています。 

   その他の歳入につきましても、従来の歳入実績に基づいて、それぞれの科目に計上

いたしております。 

   歳出につきましては、今回の当初予算の共通するものとして、会計年度任用職員制

度の新設に伴い、各科目において賃金を廃止し、会計年度任用職員の報酬、期末手当、

費用弁償等を計上しています。 

   款別に主なものとしまして、１款議会費は、１億８５７万円を計上しています。 

   ２款総務費は、前年度より８億７，１６２万９，０００円多い２４億９，３５５万
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９，０００円を計上しています。一般管理費では、防犯灯設置補助金として１，１６

２万５，０００円を、財産管理費では、吉備庁舎大規模改修工事として９億５，１２

１万円を、集会所等改修補助金に２１７万２，０００円を、企画費では、ふるさと応

援寄付金に対する返礼品として９，６００万円を、行政局及び出張所費では、旧城山

出張所解体撤去工事として２，７９０万９，０００円を、電子計算費では、業務用パ

ソコン等の備品購入費に１，１８７万円を、情報通信基盤施設費では、施設設備管理

委託料に６，６４８万２，０００円を、過疎対策費では、地域再生マネージャー事業

委託料に７６４万円を、ブドウ山椒生態調査研究業務委託料などに１６０万円を、コ

ミュニティバス運行委託料に１，４６６万４，０００円を、生活バス運行補助金に３，

８００万円を、地方創生推進交付金事業では、アニメの世界とボクらの未来プロジェ

クト事業として２，３５０万５，０００円を、徴税費の賦課徴収費では、地番図・家

屋図作成委託料に８９９万８，０００円を、評価替え関連業務委託料に３８７万２，

０００円を、戸籍住民基本台帳費では、個人番号カード関連事務委任交付金として１，

５８１万５，０００円を計上しています。 

   ３款民生費は、前年度より３億９，２９３万４，０００円多い４４億７，１１６万

円を計上しています。主なものといたしまして、社会福祉総務費では、町社会福祉協

議会補助金に４，５３６万２，０００円を、国民健康保険事業特別会計への繰出金と

して２億７，８５５万７，０００円を、障害者福祉費では、障害福祉サービス費に４

億２，０１５万円を、扶助費として、重度心身障害児者医療費などに７，０７８万４，

０００円を、老人福祉費では、有田周辺広域圏事務組合（潮光園）の負担金として３

億９，５３３万３，０００円を、有田郡老人福祉施事務組合（なぎ園）の負担金に３，

９０３万１，０００円を、シルバー人材センター補助金に１，０５３万９，０００円

を、扶助費として、老人福祉施設入所措置費などに４，１３０万６，０００円を、繰

出金として、介護保険事業特別会計へ５億５，１２５万１，０００円を、後期高齢者

医療特別会計へ４億９，８３０万円をそれぞれ計上しております。児童福祉総務費で

は、報償費の第３子以降出産祝い金として１，１５０万円を、委託料として、放課後

児童健全育成事業委託料、私立保育所入所委託料などに、２億６，９８０万８，００

０円を、負担金補助及び交付金として、在宅育児支援事業給付金、子育てのための施

設等給付金などに２，９９３万４，０００円を、扶助費として、子ども医療費扶助費

に６，０４８万円を、児童措置費では、児童発達支援事業給付費補助金などとして１

億６，６６０万２，０００円を、扶助費として、ゼロ歳から中学生を対象とした児童

手当に３億９，４８０万円を、母子福祉費では、扶助費として、ひとり親家庭医療費

に２，８６９万２，０００円を、保育所費では、給食調理業務の民間委託料として６，

１７７万６，０００円を計上しております。 

   ４款衛生費は、前年度より１２４万１，０００円少ない１１億８，７５０万９，０

００円を計上しております。主なものとしましては、保健衛生総務費では、委託料と
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して、妊婦一般健康診査、ガン検診、産前産後サポート事業、産後ケア事業委託料等

に５，７５４万４，０００円を、予防費では、委託料に、インフルエンザ予防接種、

風しん抗体検査委託料などとして８，０３６万６，０００円を、環境衛生費では、二

川小水力発電所管理事務費として１，１８２万４，０００円を、一般住宅用太陽光発

電設備導入補助金として３６０万円を、有田聖苑事務組合分担金として６３０万９，

０００円を、清掃費のじん芥処理費では、委託料として、ゴミ収集運搬業務委託料な

ど１億１１５万５，０００円を、有田周辺広域圏事務組合分担金衛生施設分に２億８，

２８５万８，０００円を、し尿処理費では、有田周辺広域圏事務組合分担金衛生施設

分として８，３６９万２，０００円を、合併処理浄化槽設置補助金に１，４６８万６，

０００円を、浄化槽事業特別会計への繰出金として１９８万２，０００円を、上水道

費では、飲料水供給施設整備事業補助金として１６０万４，０００円を、簡易水道事

業特別会計への繰出金として２億９，７３５万７，０００円を計上しております。 

   ５款労働費では、有田川町雇用創出推進基金活用事業のイメージアップ事業に１，

０６０万５，０００円を計上しております。 

   ６款農林水産業費は、前年度より１億８３万円多い、１４億３，９８４万１，００

０円を計上しております。農業振興費では、有害鳥獣捕獲報償費に２，７３１万５，

０００円を、中山間地域直接支払制度交付金に１億６，３４９万２，０００円を、鳥

獣害防止対策事業補助金に１，８４２万６，０００円を、農業次世代人材投資事業補

助金に１，３７５万円を、グリーンツーリズム推進事業補助金に２５０万円を、農地

費では、工事請負費として小規模土地改良事業に３，０００万円を、農業水路等長寿

命化・防災減災事業に１，０００万円を、地籍調査費では、委託料として、地籍調査

測量等委託料に２億１，５９７万円を、排水事業費では、農業集落排水事業特別会計

などへの繰出金として２億６，２５４万２，０００円を、林業費の林業振興費では、

未利用材搬出補助金に３００万円を、林道維持改良費では、工事請負費として、林道

宇井苔白馬線他２路線に９００万円を、林道新設改良費では、育成林整備事業の工事

請負費として、日物川境川線・峠上二澤線工事に１億５，１８０万円を、森林整備費

では、間伐等実施事業補助金に１，０２７万９，０００円を、森林環境譲与税を財源

とした、森林環境譲与税活用事業費では、報償費に、誕生祝い、成人祝いの記念品と

して１９０万円を、意向調査、集積計画策定、間伐事業委託料などとして４，２８０

万３，０００円を計上しております。 

   ７款商工費は、前年度に比べて５８１万９，０００円少ない、２億１６４万５，０

００円を計上しております。商工総務費では、女性、若者企業支援事業補助金に３５

０万円を、商工会補助金に１，６５０万円を、観光費では、ふるさと体験施設特別修

繕料に２，０５０万円を、委託料として、しみず温泉整備事業の測量設計監理等委託

料や、ふるさと体験施設指定管理料などで４，８６２万８，０００円を、かなや明恵

峡温泉特別会計への繰出金として４６０万円を計上しております。 
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   ８款土木費は、前年度より３，７６９万４，０００円多い１３億２，０５２万５，

０００円を計上しています。土木総務費では、住宅・建築物耐震改修事業補助金に１，

０９９万４，０００円を、道路橋りょう維持費では、工事請負費として、道路橋りょ

う維持修繕工事費に９，１００万円を、道路新設改良費では、委託料として、防災安

全交付金事業や辺地対策事業の測量設計監理等委託料などに７，３００万円を、工事

請負費として、辺地対策事業や防災・安全交付金事業及び合併特例事業などに１億１，

５００万円を、土地購入費に５，９４０万円を、物件補償費に７，１６３万円を、都

市計画総務費では、空き家対策総合支援事業除却補助金として１，０００万円を、下

水道費では、公共下水道事業特別会計への繰出金として６億６，６９９万５，０００

円を、住宅費では、工事請負費に、改良住宅ストック総合改善事業として１，４９０

万円を計上しております。 

   ９款消防費は、前年度より３億２，５３９万３，０００円少ない、１０億７，１０

５万９，０００円を計上しております。消防施設費では、工事請負費として、防火水

槽整備工事費に１，１００万円を、備品購入費として、小型消防ポンプ付積載車など

の自動車購入費に１，６１０万円を、消防施設整備事業費補助金に９７１万２，００

０円を、災害対策費では、防災倉庫整備工事費として４，９２８万円を、防災行政無

線デジタル化整備工事費として２億５，１３６万７，０００円を計上しております。 

   １０款教育費は、前年度より１億６，９７３万５，０００円少ない、１０億９，０

２４万円を計上しております。教育総務費の事務局費では、学校施設不用薬品・廃液

処分委託料に４１５万８，０００円を、通学対策費では、委託料として、スクールバ

ス等運行維持管理委託料に７，８０８万５，０００円を、義務教育振興費では、委託

料として、学校イントラネットシステムのサーバー更新委託料に３，０００万円を、

特色ある学校づくり施策として、教育活動奨励交付金に１，１００万円を、小学校費

の教育振興費では、教科書改訂に伴う指導書等に２，２７７万１，０００円を、中学

校費の学校管理費では、工事請負費として金屋中学校図書室改修工事費に３８５万円

を、社会教育費の社会教育総務費では、学校のおばけ屋敷開催事業として２３１万１，

０００円を、保健体育費の学校給食費では、給食調理業務の民間委託料として３，１

５３万２，０００円を計上しています。 

   １２款公債費は、前年度より７，９１５万４，０００円少ない、２５億２，０５９

万７，０００円を計上しております。 

   １３款諸支出金の基金費では、積立金として、合併地域振興基金積立金として１億

１，４７０万円を、ふるさと応援基金積立金として２億４，０００万円を、循環型社

会の構築と自然エネルギー推進基金積立金として３，４６４万６，０００円などを計

上しています。 

   また、一般会計から各特別会計への繰出金として、総額２５億６，２３３万円を計

上しております。その他所要の経費を計上した結果、令和２年度一般会計予算総額は、
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歳入、歳出それぞれ１６３億８，０００万円と相なりました。 

   次に、各特別会計予算について御説明申し上げます。議案第７号は令和２年度有田

川町国民健康保険事業特別会計予算であります。国民健康保険事業は、医療費の動向

に大きく左右されるものでありますので、疾病の早期発見、早期治療を目指すことは

もちろん、予防医療に最重点を置いた健康づくり事業を推進しているところでありま

す。平成３０年度より、国民健康保険制度の改革により、和歌山県広域化となり、ま

た、令和２年度より国民健康保険税の改正を行っています。本年度予算は、年々、被

保険者は減少し、それに伴い保険給付費も減少していますが、依然として厳しい状況

の中、保険給付費、国民健康保険事業費納付金、保健事業費等に３５億５８２万６，

０００円を計上しております。なお、この財源といたしましては、国民健康保険税、

県支出金及び繰入金などを充てることにいたしております。 

   議案第８号は、令和２年度有田川町後期高齢者医療特別会計予算であります。本年

度予算といたしまして、後期高齢者医療広域連合納付金などに７億７，８７４万４，

０００円を計上しています。この財源として、保険料及び一般会計繰入金などを充て

ることにいたしております。 

   議案第９号は、令和２年度有田川町介護保険事業特別会計予算であります。介護保

険事業に要する保険給付費として、介護サービス等諸費、介護予防サービス等諸費、

高額介護サービス等費、特定入所者介護サービス等費及び地域支援事業費などに３２

億５，７６７万９，０００円を計上しています。この財源といたしましては、保険料、

国・県支出金、支払基金交付金及び繰入金などを充てることにいたしております。 

   議案第１０号は、令和２年度有田川町特別養護老人ホーム等事業特別会計予算であ

ります。特別養護老人ホームしみず園の施設管理費などに５９８万４，０００円を計

上いたしております。この財源といたしましては、指定管理事業者負担金や特別養護

老人ホームしみず園基金からの繰入金などを充てることにいたしております。 

   議案第１１号は、令和２年度有田川町簡易水道事業特別会計予算であります。施設

費の水道施設管理費として１億７７０万１，０００円を、水道施設整備事業費では、

清水地区統合事業に係る、工事請負費に６，４４５万４，０００円を計上し、予算総

額は５億２，６９２万１，０００円と相なりました。この財源といたしましては、負

担金、使用料、繰入金及び町債などを充てることにいたしております。 

   議案第１２号は、令和２年度有田川町公共下水道事業特別会計予算であります。施

設管理費として８，４９２万３，０００円を、施設整備事業費では、委託料として、

上水道移設工事委託や公共下水道事業計画変更業務委託などに３億６，９４０万円を、

上徳田・下徳田地区の管渠布設工事などに８億４，４００万円を、公債費に６億１，

２４０万９，０００円を計上し、予算総額は２０億４，１２５万９，０００円と相な

りました。なお、財源といたしましては、負担金、使用料、国・県支出金、繰入金及

び町債などを充てることにいたしております。 
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   議案第１３号は、令和２年度有田川町農業集落排水事業特別会計予算であります。

吉原、田殿、徳田、吉見、熊井・奥地区の５つの農業集落排水施設管理費として、１

億３，８０５万５，０００円を、公債費に、１億５，１３８万２，０００円を計上し、

予算総額は、３億１，５９３万３，０００円と相なりました。なお、財源といたしま

しては、分担金、使用料及び繰入金などを充てることにいたしております。 

   議案第１４号は、令和２年度有田川町簡易排水事業特別会計予算であります。本年

度予算につきましては、簡易排水施設管理費、町債の元利償還金等に２０９万５，０

００円を計上しております。なお、財源として、使用料及び繰入金などを充てること

にいたしております。 

   議案第１５号は、令和２年度有田川町浄化槽事業特別会計予算であります。本年度

予算につきましては、施設管理費、町債の元利償還金などに６６８万２，０００円を

計上しております。なお、財源といたしましては、使用料及び繰入金を充てることに

いたしております。 

   議案第１６号は、令和２年度有田川町かなや明恵峡温泉特別会計予算であります。

本年度予算は、施設管理費などに７，４４８万円を計上しております。なお、この財

源として、使用料、販売収入などの諸収入及び繰入金などを充てることにいたしてお

ります。 

   議案第１７号は、令和２年度有田川町岩倉財産区管理会特別会計予算であります。

本年度予算は、財産区管理会委員の報償金などに５万６，０００円を計上しておりま

す。 

   議案第１８号は、令和２年度有田川町粟生財産区管理会特別会計予算であります。

本年度予算は、財産区管理会委員の報償金及び予備費などに３９万３，０００円を計

上しております。 

   議案第１９号は、令和２年度有田川町城山山林財産区管理会特別会計予算でありま

す。本年度予算は、財産区管理会委員の報償金及び予備費などに１９３万３，０００

円を計上しております。 

   議案第２０号は、令和２年度有田川町八幡山林財産区管理会特別会計予算でありま

す。本年度予算は、財産区管理会委員の報償金及び公有林整備事業債の元利償還に伴

う繰出金などに８２万７，０００円を計上しております。 

   議案第２１号は、令和２年度有田川町安諦山林財産区管理会特別会計予算でありま

す。本年度予算につきましては、財産区管理会委員の報償金及び予備費などに１１万

３，０００円を計上しております。 

   議案第２２号は、令和２年度有田川町水道事業会計予算であります。まず収益的予

算でありますけれども、水道事業収益の水道使用料などで４億７，６６２万３，００

０円を、水道事業費用では、水道施設の維持管理費や企業債償還利息等の経常経費、

及び減価償却費などで４億３，０１０万２，０００円を計上しております。次に、資
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本的予算でありますけれども、資本的収入は公共下水道事業に伴う移設工事負担金で

３億３，７１０万円を、資本的支出は建設改良費の高速４車線化に伴う水道管布設替

工事、公共下水道事業に伴う水道管布設替工事などと、企業債償還元金で５億８８６

万９，０００円を計上しております。資本的収入が資本的支出に対し不足する額１億

７，１７６万９，０００円は、当年度分損益勘定留保資金などで補てんいたします。 

   以上で、令和２年度当初予算の説明を終わります。 

   次に、令和２年度当初予算以外の議案について御説明いたします。報告第１号は、

令和元年度有田川町一般会計補正予算第６号として、地方自治法第１７９条第３項の

規定に基づき、専決処分の承認を求めるものであります。今回の補正は、町道北筋西

丹生図２号線工事予定地において地権者との用地交渉が成立し、早急に契約をする必

要があり、かつ契約の履行完了が年度を越えるため、繰越明許費を設定し、補正する

ものです。 

   議案第１号は、令和元年度有田川町一般会計補正予算第７号であります。今回の補

正は、歳入においては、町税、地方交付税、分担金、国・県支出金、寄附金、繰入金、

繰越金及び町債など現時点での、見込み得る額が把握できましたので、増減補正する

ものであります。補正の大きなものとして、町税で、１億３，０７３万６，０００円

を、前年度繰越金として２億４，２７２万８，０００円を、ふるさと応援寄附金を２

億４，０００万円見込んでいましたが、２億６，５００万円に修正して、２，５００

万円を事業等の確定により国庫補助金として、２，１８５万９，０００円を計上する

とともに、町減債基金繰入金として３億円、財政調整基金繰入金として１億３，００

０万円を、それぞれ減額し、歳入として計上しております。また、歳出においては、

総務費では、財産管理費の金屋文化保健センター駐車場等の土地購入費として４，７

２６万７，０００円を、ふるさと応援寄付金の手数料などとして１，２５０万円を、

民生費では、児童措置費の児童発達支援事業給付費補助金として、７００万円を、土

木費では、道路新設改良費の防災安全交付金事業として９１１万８，０００円を、県

営事業負担金として２８２万９，０００円を、住宅管理費の公営住宅等ストック総合

改善事業として３，６４０万円を増額補正する一方、その他の歳出につきましても、

補助基準額の変更等による事業費の変更等、所要の補正を行い、未執行額となる見込

額を減額した結果、今回の補正額は２，０６５万８，０００円の減額補正を行うもの

であります。補正後の予算総額は、１６９億３，１２０万７，０００円と相なりまし

た。また、繰越明許費の補正、地方債の補正につきましても、御審議を願うものであ

ります。 

   議案第２号は、令和元年度有田川町国民健康保険事業特別会計補正予算第４号であ

ります。今回の補正は、国民健康保険税などの見込み得る額が把握できましたので、

３，７９１万円の補正を行うものであります。補正後の予算総額は３７億４０２万８，

０００円と相なりました。 
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   議案第３号は、令和元年度有田川町介護保険事業特別会計補正予算第４号でありま

す。今回の補正は、総務費のプログラム変更委託料に８２万５，０００円の補正を行

うものであります。補正後の予算総額は、３３億８２０万１，０００円と相なりまし

た。なお、この財源として国庫支出金及び繰入金を充てることにしております。 

   議案第４号は、令和元年度有田川町特別養護老人ホーム等事業特別会計補正予算第

３号であります。今回の補正は、施設管理費の自家発電機設置工事費を、７９０万円

の減額補正を行うものであります。補正後の予算総額は、３，５３６万１，０００円

と相なりました。なお、この財源といたしましては諸収入を充て、繰入金を減額する

ことにしています。 

   議案第５号は、令和元年度有田川町公共下水道事業特別会計補正予算第３号であり

ます。今回の補正は、平成２８年度の処理場の建設事業費に誤りがあったことに伴う

返還金として、諸収入に２５万円を計上し、それに伴い、財源更正及び積立金などを

補正した結果、今回の補正額は、１２万９，０００円となり、補正後の予算総額は、

１９億５，６７２万９，０００円と相なりました。 

   続きまして、議案第２３号は、有田川町国民健康保険税条例の一部を改正する条例

の制定についてであります。今回の改正は、国民健康保険事業に要する費用となる国

民健康保険事業納付金に充てる国民健康保険税について、税率の見直しを行うもので

あります。 

   議案第２４号は、有田川町職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正する条例

の制定についてであります。今回の改正は、鳥獣の殺処分に従事した職員に対する手

当を明確化し、１頭につき１，０００円、１日最大３，０００円を支給するものであ

ります。 

   議案第２５号は、有田川町職員の服務の宣誓に関する条例の一部を改正する条例の

制定についてであります。今回の改正は、今まで一般行政職員と消防職員は、新たに

職員として採用された際、任命権者に対し同じ宣誓書を用いて、誠実に職務遂行する

旨の宣誓をしてまいりましたが、消防職員につきましては、その職務の特殊性に鑑み、

一般職員とは異なるものを必要とし、国から示されている宣誓内容とするため本条例

の一部改正を行うものであります。 

   議案第２６号は、有田川町印鑑条例の一部を改正する条例の制定についてでありま

す。成年被後見人等の権利の制限に係る措置の適正化等を図るための関係法律の整備

に関する法律の施行に伴い、成年被後見人であっても、意思能力を有する者は印鑑登

録を行うことができるようにするとともに、その他所要の改正を行うものであります。 

   議案第２７号は、有田川町営住宅条例の一部を改正する条例の制定についてであり

ます。今回の改正は、公営住宅法施行令及び同法施行規則の改正により、条文を改正

すると同時に、連帯保証人の要件緩和等を行うものであります。 

   議案第２８号は、有田川町営きび住宅条例の一部を改正する条例の制定についてで
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あります。民法の一部を改正する法律が令和２年４月１日から施行されることに伴い、

連帯保証人に極度額の規定が必要となり、同時に連帯保証人の資格の改正を行うもの

であります。 

   議案第２９号は、有田川町立学校に関する条例の一部を改正する条例の制定につい

てであります。有田川町立白馬中学校は、生徒数の減少により、正常な学校運営が困

難であるとともに教育効果が得られないため、平成３０年４月１日より休校としてき

ましたが、将来的にも生徒の増加は望めない状況にあります。このたび、学校法人南

陵学園和歌山南陵高等学校が白馬中学校校舎を利用し、通信制課程を実施予定であり、

休校から廃止の手続きが必要となってくるため、所要の改正を行うものであります。 

   議案第３０号は、有田川町へき地保育所条例の一部を改正する条例の制定について

であります。二川へき地保育所については、過疎化及び少子高齢化の影響から平成２

６年３月をもって休所となっております。今後においても保育園児の増加は見込めず、

令和元年度に当施設を取り壊しているところであり、本条例から削除するものであり

ます。 

   議案第３１号は、有田川町使用料の徴収に関する条例の一部を改正する条例の制定

についてであります。地域交流センターアレックの研修室４は、令和元年度に改修を

行い、プロジェクターやモニターなどの最新のデジタル機器を使った、デジタルワー

クショップ研修室としての利用が可能となります。つきましては、デジタルワークシ

ョップ設備について、その特殊性からこの設備を使用する場合、追加料金を徴収する

ための所要の改正を行うものであります。 

   議案第３２号は、有田川町地域交流センター条例の一部を改正する条例の制定につ

いてであります。地域交流センターアレックに、令和元年度、新たに、子ども交流施

設と絵本美術館を整備することから、これらの施設を追記するとともに、許可を受け

て施設を利用する者と一般利用者を区別するため、所要の改正を行うものであります。 

   議案第３３号は、有田川町水道事業及び簡易水道事業の設置及び管理に関する条例

の一部を改正する条例の制定についてであります。今回の改正は、地方自治法の一部

改正により条文が変更されたことから、条例の一部を改正する必要が生じたことによ

り本条例の一部改正を行うものであります。 

   議案第３４号は、有田川町辺地総合整備計画の策定についてであります。日物川、

境川、三瀬川辺地地域においては、林道日物川・境川線開設事業を、また、板尾、井

谷、室川、沼谷辺地地域においては、町道久野原沼谷線法面対策事業を実施するに当

たり、それぞれ新規に辺地総合整備計画を策定するため、辺地に係る公共的施設の総

合整備のための財政上の特別措置等に関する法律第３条第１項の規定により、議会の

議決をお願いするものであります。 

   議案第３５号は、有田川町道路線の変更についてであります。有田川町大字中原地

内、町道谷口高木線について、地籍調査による起点地番の変更と、橋梁撤去による終
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点の変更により延長が３９６．８メートルから３６９．７メートルとなることから、

道路法の規定により、町道の区域の変更認定をお願いするものであります。 

   議案第３６号は、有田川町立金屋図書館条例の一部を改正する条例の制定について

であります。金屋図書館利用者に対して明確に遵守事項を定めた上で、利用の制限を

設け、悪質な行為を行った者に対しては退館命令を出せるよう、本条例の一部を改正

するものであります。 

   議案第３７号は、財産の無償貸与についてであります。白馬中学校の土地及び建物

を、和歌山南陵高等学校通信制課程校舎として有効利用するため、学校法人南陵学園

理事長、小野尚子に無償で貸し付けることについて、議会の議決をお願いするもので

あります。 

   諮問第１号から諮問第３号については、それぞれ人権擁護委員候補者の推薦につい

て意見を求めるものであります。諮問第１号は、人権擁護委員、北林利樹氏の任期が

本年６月３０日をもって満了いたします。つきましては、後任の委員として、人格、

見識高く、広く社会の実情に通じ、人権擁護について理解のある、有田川町大字清水

１２０３番地５、林ちさと氏を人権擁護委員の候補者として推薦したいので、議会の

意見を求めるものであります。 

   諮問第２号は、人権擁護委員、堀内尚視氏の任期が本年６月３０日をもって満了い

たします。つきましては、後任の委員として、人格、見識高く、広く社会の実情に通

じ、人権擁護について理解のある、有田川町大字粟生４４６番地７、新谷信子氏を人

権擁護委員の候補者として推薦したいので、議会の意見を求めるものであります。 

   諮問第３号は、人権擁護委員、大西恭子氏の任期が本年６月３０日をもって満了い

たします。つきましては、後任の委員として、人格、見識高く、広く社会の実情に通

じ、人権擁護について理解のある、有田川町大字板尾５１番地、山戸敏裕氏を人権擁

護委員の候補者として推薦したいので、議会の意見を求めるものであります。 

   以上で、提出議案に対する私の説明を終わります。何とぞ御審議の上、御賛同賜り

ますようよろしくお願い申し上げます。ありがとうございました。 

○議長（殿井 堯） 

   以上で、町長の提案理由の説明が終わりました。 

   続きまして、補足説明はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（殿井 堯） 

   ないようですので、提案理由の説明を終わります。 

   暫時休憩いたします。 

   休憩中に、３階中会議室において、全員協議会を開催いたしますので、よろしくお

願いいたします。 

～～～～～～～～～～～～～～～～ 
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休憩 １０時４２分 

再開 １５時００分 

～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（殿井 堯） 

   再開いたします。 

……………日程第５ 報告第１号…………… 

○議長（殿井 堯） 

   日程第５、報告第１号、専決処分の承認を求めることについて。令和元年度有田川

町一般会計補正予算第６号を議題とします。 

   質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「質疑なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（殿井 堯） 

   質疑なしと認めます。 

   これから討論を行います。討論はありませんか。 

〔「討論なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（殿井 堯） 

   討論なしと認めます。 

   これより採決を行います。本件を承認することに賛成の方は、起立願います。 

〔起立全員〕 

○議長（殿井 堯） 

   起立全員であります。 

   よって本件は承認することに決定しました。 

……………日程第６ 議案第１号…………… 

○議長（殿井 堯） 

   日程第６、議案第１号、令和元年度有田川町一般会計補正予算第７号を議題としま

す。 

   質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「質疑なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（殿井 堯） 

   質疑なしと認めます。 

   これから討論を行います。討論はありませんか。 

〔「討論なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（殿井 堯） 

   討論なしと認めます。 

   これより採決を行います。本案は、原案のとおり決することに賛成の方は、起立願

います。 
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〔起立全員〕 

○議長（殿井 堯） 

   起立全員であります。 

   よって本案は原案のとおり可決されました。 

……………日程第７ 議案第２号…………… 

○議長（殿井 堯） 

   日程第７、議案第２号、令和元年度有田川町国民健康保険事業特別会計補正予算第

４号を議題とします。 

   質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「質疑なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（殿井 堯） 

   質疑なしと認めます。 

   これから討論を行います。討論はありませんか。 

〔「討論なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（殿井 堯） 

   討論なしと認めます。 

   これより採決を行います。本案は、原案のとおり決することに賛成の方は、起立願

います。 

〔起立全員〕 

○議長（殿井 堯） 

   起立全員であります。 

   よって本案は原案のとおり可決されました。 

……………日程第８ 議案第３号…………… 

○議長（殿井 堯） 

   日程第８、議案第３号、令和元年度有田川町介護保険事業特別会計補正予算第４号

を議題とします。 

   質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「質疑なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（殿井 堯） 

   質疑なしと認めます。 

   これから討論を行います。討論はありませんか。 

〔「討論なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（殿井 堯） 

   討論なしと認めます。 

   これより採決を行います。本案は、原案のとおり決することに賛成の方は、起立願

います。 



－２１－ 

〔起立全員〕 

○議長（殿井 堯） 

   起立全員であります。 

   よって本案は原案のとおり可決されました。 

……………日程第９ 議案第４号…………… 

○議長（殿井 堯） 

   日程第９、議案第４号、令和元年度有田川町特別養護老人ホーム等事業特別会計補

正予算第３号を議題とします。 

   質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「質疑なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（殿井 堯） 

   質疑なしと認めます。 

   これから討論を行います。討論はありませんか。 

〔「討論なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（殿井 堯） 

   討論なしと認めます。 

   これより採決を行います。本案は、原案のとおり決することに賛成の方は、起立願

います。 

〔起立全員〕 

○議長（殿井 堯） 

   起立全員であります。 

   よって本案は原案のとおり可決されました。 

……………日程第１０ 議案第５号…………… 

○議長（殿井 堯） 

   日程第１０、議案第５号、令和元年度有田川町公共下水道事業特別会計補正予算第

３号を議題とします。 

   質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「質疑なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（殿井 堯） 

   質疑なしと認めます。 

   これから討論を行います。討論はありませんか。 

〔「討論なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（殿井 堯） 

   討論なしと認めます。 

   これより採決を行います。本案は、原案のとおり決することに賛成の方は、起立願

います。 
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〔起立全員〕 

○議長（殿井 堯） 

   起立全員であります。 

   よって本案は原案のとおり可決されました。 

   お諮りします。 

   日程の順序を変更し、日程第４０、議案第３５号を先に審議したいと思いますが、

御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（殿井 堯） 

   異議なしと認めます。 

   日程の順序を変更し、日程第４０、議案第３５号を先に審議することに決定いたし

ました。 

……………日程第４０ 議案第３５号…………… 

○議長（殿井 堯） 

   日程第４０、議案第３５号、有田川町道路線の変更についてを議題とします。質疑

を行います。質疑はありませんか。 

   質疑なしと認めます。 

   お諮りします。 

   ただいまの議題となっています、議案第３５号、有田川町道路線の変更について、

産業建設住民常任委員会に付託したいと思いますが、御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（殿井 堯） 

   異議なしと認めます。 

   したがって、議案第３５号、有田川町道路線の変更について、産業建設住民常任委

員会に付託して、審査することに決定しました。 

   お諮りします。 

   日程第１１、議案第６号から、日程第３９、議案第３４号まで、及び日程第４１、

議案第３６号から日程第４５、諮問第３号までを提案理由の説明だけにとどめ、議案

調査のため審議を中止したいと思いますが、これに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（殿井 堯） 

   異議なしと認めます。 

   本日の会議は、これで延会したいと思います。 

   なお、次回の本会議は、３月１８日、水曜日、午前９時３０分に開議します。 

～～～～～～～～～～～～～～～～ 

延会 １５時６分 


